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市届憲章
住みよい白石をつくるため

雄大な蔵王を仰ぐわたくしたち白石市民は

＊自然を愛し　住みよい白石を　つくります。、

＊文化を高め　美しい心を　そだてます。

＊健康で　あたたかい家庭を　きずきます。

＊仕事にはげみ　豊かな郷土を　つくります。

＊きまりを守1）　明るい社会を　きずきます。
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一
幅
『

　
伝
統
弥
治
郎
こ
け
し
の
初
び
き
と

白
石
和
紙
の
初
漉
（
す
）
き
に
よ
っ

て
、
五
十
四
年
の
白
石
は
ス
タ
ー
ト

す
る
。

　
今
年
は
と
く
に
暖
冬
の
た
め
春
か

ら
の
農
作
業
は
進
み
ま
し
た
が
、
収

穫
期
の
九
月
か
ら
長
雨
に
た
た
ら
れ

い
さ
さ
か
収
穫
に
も
影
響
し
た
よ
う

で
す
。

　
市
政
の
中
で
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と

し
て
待
望
の
白
石
バ
イ
パ
ス
が
全
線

開
通
し
交
通
騒
音
も
緩
和
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
中
央
公
民
館
の
建
設
用
地

　
　
　
　
　
　
　
　
も

の
取
得
、
大
鷹
沢
小
学
校
、
小
原
保

育
園
　
深
谷
公
民
館
力
着
工
な
ど
各

　
　
　
　
　
　
　
C

鞭
月

り
み

▽
弥
治
郎
こ
け
し
初
び
き

▽
白
石
市
消
防
団
出
初
式

▽
新
春
を
寿
ぐ
市
民
の
集
い

▽
小
原
冷
清
水
集
会
所
落
成

　
二
月

▽
越
河
平
集
会
所
落
成

▽
火
葬
場
納
骨
堂
落
成

▽
大
鷹
沢
小
学
校
地
鎮
祭

▽
納
税
感
謝
祭

▽
福
岡
小
学
校
体
育
館
落
成

　
三
月

▽
各
地
区
市
政
懇
談
会

▽
公
設
卸
売
市
場
落
成

▽
市
道
鎌
先
線
大
岳
橋
地
鎮
祭

四
月

〆
、
鎚

　　△

▽
赤
ち
や
ん
誕
生
証
書
第
一
号
伝
達

▽
市
議
会
議
員
選
挙

▽
刈
田
病
院
分
校
創
立
二
十
周
年

　
五
月

▽
第
二
十
｝
回
全
日
本
こ
け
し
コ
ン

　
ク
ー
ル
、
乾
麺
ま
つ
り

▽
健
康
セ
ン
タ
ー
落
成

　六月

▽
交
通
死
亡
事
故
抑
止
市
民
大
会

▽
白
石
婦
人
会
創
立
三
十
周
年

　七月

▽
第
一
回
幼
稚
園
地
鎮
祭

▽
深
谷
公
民
館
地
鎮
祭

　八月

▽
白
石
夏
ま
つ
り

▽
川
と
ふ
れ
流
、
つ
親
と
子
の
集
い

　
　
　
一
（
、

第』』幼稚園△深谷公民館△
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市政54年

施
設
と
も
今
年
度
末
に
は
完
成
い
た

し
ま
す
。

　
十
月
か
ら
｝
部
の
中
学
校
の
学
校

給
食
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
社
会
づ
く
り
と
し
て
鷹
の
巣

地
区
が
県
の
モ
テ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
域
と
し
て
指
定
を
う
け
、
準
備
の

段
階
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

　
越
河
、
斎
川
地
区
の
水
渇
れ
問
題

新
自
石
駅
前
の
区
画
整
理
問
題
等
に

つ
い
て
も
、
関
係
住
民
を
交
え
て
、

具
体
策
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　
あ
わ
た
だ
し
か
つ
た
市
政
『
年
を

ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
九
月

▽
弥
治
郎
南
線
完
成

▽
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ス
ポ
ー
ツ
大

　
会

▽
白
石
バ
イ
パ
ス
開
通
式

▽
敬
老
会

▽
大
鷹
沢
小
学
校
地
鎮
祭

▽
交
通
安
全
市
民
大
会

▽
白
石
市
公
衆
衛
生
大
会

▽
白
石
小
中
学
校
体
育
祭

　
十
月

▽
市
民
体
育
大
会

▽
小
原
保
育
園
地
鎮
祭

▽
大
平
第
五
区
集
会
所
落
成

▽
大
平
第
一
区
集
会
所
落
成

▽
白
石
市
教
育
振
興
大
会

▽
第
一
回
消
防
操
法
大
会

十
一
月

▽
農
業
感
謝
祭

▽
市
民
文
化
祭

・
盤
堅
、

勢螂

卿
㌧

’
燭

△田子景

凌

宵　嵐

56一年開業めざす新幹線

　　　謬・タ

　　　　　　　き
　　　　趨

　　　丸ザ

美

’ξ、冨η
飽

羅

・
亀
｝
敢

．
鞍

捌

灘霧
ま

慰
㌧
夏

欝
石

灘
白

鱗
△

蒙
穆

肇灘

大鷹沢小学校△
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昭
和
五
十
四
年
度
各
種
功
労
者
及

び
教
育
功
績
者
の
表
彰
式
が
、
去
る

十
一
月
二
日
市
役
所
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
各
種
功
労
者
五
十
七
名
、
六

団
体
、
教
育
功
績
者
十
四
名
、
感
謝

状
贈
呈
者
十
三
名
で
す
。
表
彰
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し

鰻欝難耀難灘

五
十
七
名
と
六
団
体

上
げ
、
今
後
の
ご
活
躍
と
ご
健
康
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

自
治
功
労
者
（
特
別
表
彰
）

　
佐
藤
徳
三
（
元
財
産
区
議
会
議
員

現
市
議
会
議
員
）
　
三
沢
正
美
（
元

　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
職
員
、
元

　
　
　
　
　
　
　
市
議
会
議
員
）

　
　
　
　
　
　
　
大
庭
清
（
元
町
議

　
　
　
　
　
　
　
会
議
員
、
現
財
産

　
　
　
　
　
　
　
区
議
会
議
員
）

　
　
　
　
　
　
　
半
沢
与
｝
（
元
民

　
　
　
　
　
　
　
生
委
貝
、
現
財
産

　
　
　
　
　
　
　
区
議
会
議
員
）

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
源
寿
（
元
行

　
　
　
　
　
　
　
政
区
長
、
現
農
業

　
　
　
　
　
　
　
委
員
）
　
成
沢
庄

　
　
　
　
　
　
　
介
（
元
行
政
区
長

　
　
　
　
　
　
　
現
市
議
会
議
員
V

　
　
　
　
　
　
　
　
角
張
松
三
（
元

　
　
　
　
　
　
　
自
治
会
長
、
現
行

　
　
　
　
　
　
　
政
区
長
）
　
遠
藤

　
　
　
　
　
　
　
辰
雄
（
農
林
水
産

　
　
　
　
　
　
　
業
基
本
調
査
員
）

納
税
功
労
者
お
よ
び
団
体

　
半
沢
寛
栄
（
現
大
平
中
央
納
税
貯

蓄
組
合
長
）
　
山
田
彦
三
郎
（
現
白

川
小
奥
納
税
貯
蓄
組
合
長
）
　
松
野

清
㎝
（
現
越
河
第
二
納
税
貯
蓄
組
合

長
）
　
本
郷
第
二
納
税
貯
蓄
組
合
、

小
奥
表
納
税
貯
蓄
組
合
、
日
東
納
税

貯
蓄
組
合
、
大
鷹
沢
第
三
区
納
税
貯

蓄
組
合

衛
生
功
労
者

川
田
京
二
郎
（
獣
医
師
）

産
業
功
労
者
お
よ
び
団
体

　
柴
田
正
一
（
元
こ
け
し
業
協
同
組

合
理
事
長
）
　
佐
藤
庄
一
（
製
麺
業
）

　
高
矢
五
郎
（
電
気
製
品
販
売
業
）

高
橋
重
太
郎
（
元
土
地
改
良
区
総
括

監
事
）
　
山
家
市
十
郎
（
土
地
改
良

区
理
事
）
　
大
野
一
（
土
地
改
良
区

副
理
事
長
）
　
新
町
牧
野
農
業
協
同

組
合
、
白
石
も
ろ
き
ゅ
う
り
生
産
組

合

教
育
文
化
功
労
者

朝
倉
松
雄
（
産
婦
人
科
医
師
）

大
沼
俊
一
（
内
科
医
師
、
現
第
一
小

校
医
、
現
第
一
幼
稚
園
園
医
）
　
亘

理
昭
太
郎
（
歯
科
医
師
、
白
川
小
、

中
外
三
校
校
医
、
第
一
幼
稚
園
医
、

白
石
高
校
校
医
）
　
谷
津
ふ
じ
よ

（
現
白
石
婦
人
会
役
員
、
元
白
石
市
母

子
福
祉
会
会
長
）
　
千
葉
富
弥
（
現

社
会
教
育
委
員
、
現
鴻
志
会
副
会
長

現
市
庭
球
協
会
会
長
）
　
関
谷
喜
八

（
現
市
体
育
協
会
会
長
）
　
現
蔵
王

ス
キ
ー
協
会
理
事
）

公
安
消
防
功
労
者

　
我
妻
十
三
（
現
市
消
防
団
白
川
分

団
副
分
団
長
）
　
山
田
昭
二
（
現
市

消
防
団
白
川
分
団
班
長
）
　
佐
久
間

昭
悦
（
現
市
消
防
団
大
平
分
団
部
長
）

　
篤
行
者

　
故
、
今
井
峻
（
自
己
の
危
難
を
顧

み
ず
入
命
救
助
に
あ
た
り
二
児
を
助

け
た
後
力
尽
き
で
、
自
ら
の
生
命
を
失

っ
た
奇
篤
な
行
為
）

市
職
員
（
特
別
表
彰
）

佐
藤
孝
・
大
浦
重
雄
・
福
田
実
琉

半
沢
欣
治
・
小
室
春
雄
・
大
浦
辛
・

高
橋
勝
子
・
斉
藤
キ
ミ
子

　
（
一
般
表
彰
）

　
黒
沢
善
松
、
・
佐
藤
知
・
木
村
市
二

矢
口
幸
治
・
斉
藤
富
士
子
・
丹
野
恵

子
・
宮
本
恵
子

教
育
功
績
者

　
千
葉
富
弥
（
白
石
庭
球
協
会
会
長
V

関
谷
喜
八
（
白
石
市
体
育
協
会
常
任

理
事
一
　
八
島
ヤ
イ
（
越
河
婦
入
会

会
長
）
　
上
野
雄
規
（
白
石
第
｝
小

学
校
教
諭
）
　
梶
川
利
信
・
梶
川
勇

三
（
斎
川
小
学
校
六
・
四
年
）

永
年
勤
続
功
績
者

　
村
上
文
雄
（
白
石
第
二
小
教
諭
）

嶺
崎
栄
〔
越
河
小
調
理
員
）
　
斎
藤

サ
ツ
子
（
斎
川
小
教
諭
）
　
鈴
木
フ

ミ
子
（
大
平
小
調
理
員
）
　
笠
松
景

子
（
大
鷹
沢
小
調
理
員
）
　
三
品
干

代
（
白
川
小
教
諭
）
　
近
江
紀
子

（
福
岡
小
教
諭
）
鏡
友
三
（
白
石
中

事
務
主
幹
）

感
謝
状
贈
呈
者

　
佐
久
間
正
一
（
越
河
）
　
菅
野
新

一
・
渋
谷
栄
・
大
宰
雄
一
郎
二
二
浦

惇
子
・
鈴
木
道
子
・
鈴
木
貞
（
白
石
）

逢
田
明
・
高
橋
与
治
・
小
野
重
夫
・

遊
佐
林
平
・
最
上
末
男
（
福
岡
）

高
橋
孫
一
（
大
．
平
）
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公設自転車置場

　く　至福島至仙台
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嬰薯「圏
　　　　　新柳町通り

白石駅

　
通
勤
、
通
学
、
な
ど
の
自
転
車
利

用
者
の
た
め
に
「
公
設
自
転
車
置
場
」

が
こ
の
ほ
ど
白
石
駅
南
側
に
完
成
し

ま
し
た
。
延
べ
百
八
十
六
平
方
着
の

広
さ
で
、
自
転
車
約
百
七
十
台
を
収

容
で
き
ま
す
。

　
今
日
、
大
都
市
周
辺
の
都
市
で
は

通
勤
、
通
学
者
の
利
用
す
る
自
転
車

や
買
い
物
に
使
わ
れ
て
い
る
自
転
車

が
、
駅
周
辺
の
路
上
、
広
場
に
集
ま

り
、
い
わ
ゆ
る
銀
輪
公
害
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
市
も

そ
の
例
外
で
は
な
・
＼
駅
周
辺
に
は

多
く
の
自
転
車
が
無
造
作
に
乗
り
す

て
て
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
そ
こ
で
、
市
で
は
国
鉄
の

駐車場

協
力
を
得
て
白
石
駅
南
側
に

あ
る
国
鉄
宿
舎
跡
地
（
九
十

二
平
方
折
）
と
国
鉄
バ
ス
駐

車
場
の
そ
ば
（
九
十
四
平
方

灯
）
二
ヵ
所
に
約
百
七
十
台
置

く
こ
と
が
で
き
る
無
料
の
自

転
車
置
場
を
作
り
ま
し
た
。

　
自
転
車
は
利
用
者
に
と
っ

て
は
安
く
て
早
く
駅
に
着
け

る
交
通
手
段
で
す
が
、
一
方

歩
行
者
や
駅
周
辺
の
住
民
に

と
っ
て
は
迷
惑
な
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
利
用
者
は
正

し
く
ル
ー
ル
を
守
り
、
狭
い

置
場
を
効
果
的
に
使
っ
て
く

だ
さ
い
。

“
非
行
”
撲
滅
に
む
か
っ
て
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
会
議
結
成
大
会

　
市
内
の
青
少
年
の
健
全
育
成
と
増

え
続
け
て
い
る
青
少
年
の
非
行
を
ど

の
よ
う
に
防
止
す
る
か
　
　
を
考
え

る
「
青
少
年
の
た
め
の
白
石
市
民
会

議
」
結
成
大
会
が
去
る
十
一
月
十
四

日
に
市
役
所
大
会
議
室
で
開
か
れ
、

加
盟
団
体
の
代
表
者
な
ど
六
十
余
名

が
参
加
。

　
青
少
年
非
行
の
増
加
は
五
十
二
年

か
ら
全
国
的
に
増
加
傾
向
を
示
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
宮
城
県
の

青
少
年
非
行
の
増
加
率
は
全
国
的
に

も
上
位
を
占
め
て
お
り
、
特
に
白
石

周
辺
で
は
、
五
十
三
年
中
に
、
白
石

警
察
署
で
補
導
し
た
少
年
は
、
道
路

交
通
法
違
反
を
含
め
ま
す
と
、
千
二

百
二
十
三
人
（
男
－
千
百
十
二
入
、
女

－
百
十
一
人
）
で
、
そ
の
内
訳
は
別

表
の
と
お
り
で
す
が
、
前
年
と
比
較

し
て
、
総
数
で
七
百
四
十
一
人
、
百

五
十
三
、
七
％
の
増
加
率
で
県
下

“
ワ
ー
ス
ト
ー
”
と
い
う
不
名
誉
で

す
。
去
年
四
月
に
は
石
巻
と
並
び
非

行
重
点
地
域
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
市
民
総
ぐ
る
み
で
明
日

の
白
石
市
の
担
い
手
で
あ
る
青
少
年

の
健
全
育
成
を
は
か
る
た
め
に
地
域

づ
く
り
を
し
よ
う
と
白
石
青
少
年
問

題
協
議
会
な
ど
市
内
三
十
八
団
体
が

青
少
年
の
た
め
の
が
集
ま
り
、
白
石

市
民
会
議
（
会
長
、
白
石
市
長
）
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
重
点
目
標
と
し
て
、

二
、

三
、の

三
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
、

な
市
民
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
誓

い
あ
い
ま
し
た
。

家
庭
の
健
全
化
…
対
話
の
多
い

な
ご
や
か
な
正
し
い
躾
の
あ
る

家
庭
を
つ
く
る
。

社
会
環
境
の
浄
化
…
市
内
か
ら

有
害
図
書
を
追
放
す
る
た
め
図

書
自
動
販
売
機
を
な
く
ず
。

青
少
年
の
非
行
防
止
…
市
民
総

参
加
に
よ
り
未
然
に
防
し
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
積
極
的

〔別表〕非行少年等の総数、前年比

　減

比率％

増

人員

酵
52
年

翫
5
3
年

＼年別
区分＼

383）

53．78
1
8
4

（
7

）
ウ
臼3
8
2
4

1
3

1
2
［総数

（933）

80．4

（28

十37
　
63
4

1
3

ら
D
8刑法犯

75十6814特別
法犯

130，4十343263606道路交通

法違犯

300）
215．2

　　（60）

十355
）
に
U

O
β
Q

n
乙
－

）
0

0
n
乙

Ω
u
r
D

ぐ　　犯
不良行為

（　）内は内数で女子を示す。
※「谷間で」から表引用。
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国
保
税
の
あ
ら
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
保
シ
リ
ー
ズ

　
国
保
税
は
高
い
で
し
ょ
う
か
？

①
国
保
税
は
あ
な
た
が
国
保
か
ら
受

　
け
る
お
金
に
比
べ
る
と
は
る
か
に

　
低
い
。

　
あ
な
た
は
ど
れ
位
お
医
者
さ
ん
に

か
か
り
ま
す
か
。
昭
和
五
十
三
年
度

で
は
一
ヶ
月
間
に
市
民
の
二
人
に
一

人
は
医
者
に
か
か
っ
て
い
る
勘
定
で

そ
の
一
回
の
医
料
費
は
平
均
一
万
三

千
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
や
、
あ
な
た
の
家
族
に
国

保
が
支
払
っ
て
い
る
費
用
（
一
世
帯

当
り
）
は
、
平
均
で
十
九
万
円
以
上

そ
れ
に
対
し
て
国
保
税
（
一
世
帯
当

り
）
は
平
均
七
万
八
千
円
位
で
す
。

　
国
保
に
は
、
み
ん
な
が
納
め
て
い

る
国
保
税
の
二
倍
近
く
の
お
金
が
国

か
ら
補
助
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
国
保
税
は
年
々
高
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
国
保
は
、
あ
な
た
が
支
払
っ

て
い
る
費
用
に
比
べ
て
も
、
ま
た
、

い
ざ
病
気
と
い
う
場
合
の
備
え
と
し

て
も
決
し
て
高
く
な
い
は
ず
で
す
。

②
国
保
税
は
医
療
費
が
多
く
な
れ
ば

　
そ
れ
だ
け
高
く
な
る
。

④

じ
て
決
ま
り
ま
す
。

　
国
保
税
が
年
々
高
く
な
っ
て
い
る

の
は
、
み
ん
な
が
使
う
医
料
費
が
ど

ん
ど
ん
増
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
統

計
に
よ
る
と
、
医
者
に
か
か
る
人
の

四
人
に
一
人
は
風
邪
や
腹
痛
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意

で
か
か
ら
な
く
て
す
む
病
い
も
多
い

の
で
す
。

　
み
な
さ
ん
が
自
分
自
身
の
健
康
に

よ
く
注
意
し
て
、
病
気
に
か
か
ら
な

い
よ
う
に
す
れ
ば
国
保
税
も
安
く
な

る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
あ
な
た
も
、
あ
な
た
自
身
の
健
康

の
こ
と
を
も
っ
と
真
剣
に
考
え
て
み

ま
し
よ
・
つ
。

　
国
保
税
は
、
住
民
税
と
ち
が
い
、

国
保
か
ら
支
払
わ
れ
る
医
料
費
に
応

羊
国
．
，
補
助
金

　
　
　
　
　
　
ノ
さ
ホ
ゑ
の
リ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
羊
屡
醤

　
　
　
　
パ
　
ニ

瑚
費
oo必

蒲
瞭
幾

第
　
十
一
月
十
六
日
、
白
石
市
と
白
石

市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
主
催
の

「
健
康
づ
く
り
推
進
大
会
」
が
市
民

会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
三
百
余
名

の
参
加
の
も
と
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
残
　
．
避

律2竃魚忍霜鰭綾づく移権逡髭

鴬丁

。
鰍

聾
』』孟憂∫

；．－
縦

　
こ
の
大
会
は
、
自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
る
ー
を
合
言
葉
に
市
民
の

健
康
づ
く
り
を
推
し
進
め
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
二
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
去
年

の
ガ
ン
に
引
き
続
き
三
大
成
人
病
の

一
つ
と
い
わ
れ
る
“
心
臓
病
”
に
つ

い
て
刈
田
綜
合
病
院
院
長
の
宮
森
照

先
生
の
司
会
の
も
と
に
シ
ン
ポ
ジ
ゥ

ム
形
式
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
毎
日
臨
床
の
場
で
活

躍
し
て
い
る
白
石
医
師
会
の
先
生
方

よ
り
、
先
天
性
心
疾
患
、
狭
心
症
及

心
筋
硬
塞
や
不
整
脈
な
ど
に
つ
き
ス

ラ
イ
ド
を
交
え
、
専
門
的
な
立
場
か

ら
の
意
見
発
表
が
あ
り
、
ま
た
会
場

か
ら
「
酒
は
百
薬
の
長
と
い
う
が
、

ど
う
な
の
か
」
と
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

質
問
も
飛
ぴ
出
す
な
ど
、
会
場
に
集

っ
た
人
た
ち
も
、
終
始
熱
心
に
聴
き

い
っ
て
い
ま
し
た
。

　
▽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら

　
わ
が
国
に
お
け
る
心
疾
患
に
よ
る

死
亡
率
は
、
今
日
死
亡
順
位
の
第
三

位
を
占
め
、
脳
率
中
、
ガ
ン
と
と
も

に
成
人
病
の
三
大
疾
病
に
な
っ
て
い

ま
す
。
わ
が
国
で
［
年
間
に
心
臓
病

で
な
く
な
る
人
の
数
は
十
万
四
千
人

余
で
あ
り
、
こ
れ
は
全
死
亡
者
の
十

五
響
に
も
あ
た
り
ま
す
。

　
白
石
に
お
い
て
も
、
そ
の
死
亡
数

は
、
五
十
『
年
の
二
十
九
人
、
五
十

二
年
の
三
十
六
人
、
五
十
三
年
の
四

十
二
人
と
そ
の
数
の
増
え
方
は
著
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
心
臓
病
に
は
生
れ
つ
き
心
臓
に
異

常
が
あ
る
先
天
性
の
心
臓
病
と
生
活

の
加
令
と
と
も
に
除
々
に
お
こ
っ
て

く
る
虚
血
性
心
臓
病
（
狭
心
症
、
心

筋
硬
塞
症
）
の
よ
う
な
心
臓
病
が
あ

り
ま
す
。

　
先
天
性
の
心
臓
病
の
場
合
は
で
き

る
だ
け
早
い
診
断
と
適
切
な
治
療
を

う
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、

心
臓
を
養
っ
て
い
る
冠
状
動
脈
の
硬

化
で
お
こ
っ
て
く
る
虚
血
性
心
疾
患

の
場
合
は
食
生
活
を
中
心
と
し
た
日

常
生
活
の
中
で
予
防
し
て
行
く
こ
と

が
何
に
も
ま
し
て
大
切
で
す
。

　
そ
こ
で
、
心
臓
病
に
な
ら
な
い
た

め
の
日
常
生
活
で
あ
る
が
、

　
①
、
精
心
的
ス
ト
レ
ス
を
な
く
そ

　
　
　
・
フ
。

②
、
十
分
な
睡
眠
と
休
養
を

⑬璽⑤團¢⑥
　
以
上
の
八
点
に
注
意
し
、

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、

健
康
は
自
分
で
守
る
た
め
の

づ
く
り
」

寒
さ
に
気
を
つ
け
よ
う
。

ト
イ
レ
で
の
事
故
を
防
ご
う
。

階
段
の
上
り
降
り
や
、
重
い

荷
物
に
ご
用
心
。

軽
い
運
動
を
。

タ
バ
コ
を
ひ
か
え
よ
う
。

酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
心
臓
病

　
　
　
　
　
　
　
　
自
分
の

　
　
　
　
　
　
　
　
「
健
康

　
を
図
っ
て
い
こ
う
。
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寄
H
贈

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
昭
和
五
十
四
年
一
月
か
ら
十
月
ま

で
の
間
に
次
の
方
々
よ
り
各
施
設
の

充
実
や
奨
学
資
金
等
の
指
定
寄
附
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
す
る
と

共
に
、
ご
厚
意
に
感
謝
申
上
げ
ま
す
。

　
記
載
順
は
寄
附
品
目
、
寄
附
者
名

寄
附
目
的
に
な
っ
て
お
り
敬
称
は
省

略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
　
贈

○
布
団
乾
燥
器
五
台
　
白
石
地
区
同

盟
会
　
寝
た
き
り
老
入
用
と
し
て

○
土
地
四
百
十
四
・
三
九
平
方
肩

㈱
蔵
王
レ
ー
ス
公
道
と
し
て
O
土

地
百
二
十
六
・
四
五
平
方
揖
　
森
靖

夫
外
二
名
　
公
道
と
し
て
　
o
上
水

道
施
設
　
大
建
興
産
㈲
　
や
ま
ふ
く

商
事
㈱
　
水
道
施
設
と
し
て
　
○
上

水
道
配
水
施
設
一
式
小
野
壱
産
業

㈱
　
水
道
施
設
と
し
て
　
○
電
気
オ

ル
ガ
ン
一
台
　
菊
地
ゆ
き
子
　
働
く

婦
人
の
家
備
品
と
し
て
　
o
剣
山
＋

個
　
後
藤
さ
と
　
働
く
婦
人
の
家
備

品
と
し
て
　
Q
フ
ロ
ー
リ
ア
ン
［
台

東
京
海
上
火
災
保
険
㈱
　
福
祉
巡
回

車
と
し
て
　
○
現
金
二
万
円
　
菊
扇

徳
久
栄
　
社
会
福
祉
事
業
資
金
の
一

部
と
し
て
　
○
時
計
　
八
島
正
吉
外

｝
名
越
河
公
民
館
備
品
と
し
て

○
植
水
九
本
　
舗
装
二
十
五
平
方
訂

花
壇
～
式
　
仙
南
舗
装
工
業
㈲
　
越

河
公
民
館
の
環
境
整
備
の
た
め
　
○

花
台
　
㈱
日
成
　
越
河
公
民
館
備
品

と
し
て
　
〇
七
段
飾
三
月
雛
人
形

㈲
佐
藤
弓
太
刀
製
造
所
　
越
河
保
育

園
備
品
と
し
て
　
o
現
金
十
万
円

大
正
七
・
八
年
生
同
年
会
　
白
石
市

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
備
品
購
入
資
金

と
し
て
　
○
ス
リ
ッ
パ
百
足
　
斎
藤

邦
博
　
小
原
中
学
校
備
品
　
○
フ
ロ

リ
ダ
プ
ー
ル
ニ
個
　
平
均
台
一
台

第
二
幼
稚
園
保
護
者
会
　
第
二
幼
稚

園
備
品
と
し
て
　
○
電
気
洗
濯
機
一

台
　
山
田
明
生
　
第
』
幼
稚
園
備
品

と
し
て
　
○
照
明
灯
一
基
　
斎
川
青

年
会
　
斎
川
小
学
校
夜
間
照
明
用
と

し
て
　
○
絵
画
三
点
　
菅
野
新
一

図
書
館
備
品
と
し
て
　
○
バ
ッ
ク
ネ

ッ
ト
一
基
　
渋
谷
栄
　
第
一
小
学
校

備
品
と
し
て
　
○
土
地
二
百
四
十
・

○
八
平
方
㌶
　
小
野
壱
産
業
㈱
　
公

園
敷
地
と
し
て
　
○
現
金
八
百
万
円

白
石
市
医
師
会
　
健
康
セ
ン
タ
ー
建

設
資
金
の
一
部
と
し
て
　
○
現
金
八

百
万
円
　
白
石
歯
科
医
師
会
　
健
康

セ
ン
タ
ー
建
設
資
金
の
一
部
と
し
て

○
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
【
輸
車
二
台
　
佐
藤

輸
業
店
　
地
域
住
民
の
健
康
増
進
の

た
め
　
○
土
地
二
千
百
六
十
六
・
二

二
平
方
冒
　
公
道
と
し
て
　
Q
二
連

シ
ー
ソ
ー
一
台
　
島
貫
明
芙
　
斎
川

小
学
校
遊
具
と
し
て
　
○
現
金
二
千

百
五
十
円
、
高
橋
辰
狼
、
現
金
二
万

円
　
佐
久
間
留
治
、
現
金
千
二
百
円

関
千
賀
人
、
現
金
五
千
円
　
黒
沢
義

晴
　
社
会
神
祉
事
業
資
金
の
［
部
と

し
て
　
o
石
油
ス
ト
ー
ブ
一
台
　
小

関
周
吉
　
南
保
育
園
保
育
室
の
暖
房

用
と
し
て
　
○
八
・
、
サ
撮
影
器
及
び
映

写
機
　
佐
久
間
久
　
南
保
育
園
の
保

育
教
材
と
し
て
　
○
木
製
書
籍
戸
棚

五
十
三
年
度
深
谷
保
育
園
卒
園
児
父

兄
［
同
　
卒
園
記
念
と
し
て
　
○
男

女
兼
用
自
転
車
一
台
　
佐
藤
哲
夫

大
鷹
沢
小
学
校
連
絡
業
務
及
び
教
材

並
ぴ
に
交
通
安
全
指
導
用
と
し
て

o
謄
写
輸
転
機
一
台
　
大
平
小
学
校

父
母
教
師
会
　
大
平
小
学
校
備
品
と

し
て
O
校
旗
、
テ
ン
ト
一
張
、
校

章
旗
　
大
平
小
学
校
創
立
百
年
祭
実

行
委
員
会
　
大
平
小
学
校
備
品
と
し

て
　
○
国
旗
及
び
校
旗
掲
揚
塔
二
基

小
原
中
学
校
第
三
十
二
回
卒
業
生
父

兄
会
　
小
原
中
学
校
備
付
と
し
て

○
山
砂
二
十
立
方
揖
　
㈱
銭
高
組
東

北
新
幹
線
新
白
石
駅
作
業
所
　
白
石

中
学
校
校
庭
整
備
と
し
て
　
○
ス
コ

ア
ボ
ー
ド
　
白
石
市
早
起
野
球
協
会

白
石
中
学
校
体
育
振
興
の
た
め
　
〇

二
段
重
ね
ス
チ
ー
ル
書
庫
［
基
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
ケ
ー
ス
一
基
　
五
十
三

年
度
大
鷹
沢
小
学
校
卒
業
生
一
同

卒
業
記
念
と
し
て
　
○
テ
ー
プ
レ
コ

ー
ダ
ー
一
台
　
第
二
幼
稚
園
保
護
者

会
　
白
石
第
二
幼
稚
園
保
育
教
具
と

し
て
　
O
掛
時
計
二
個
　
小
野
壱
産

業
㈱
　
健
康
セ
ン
タ
ー
落
成
記
念
と

し
て
　
O
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
一
組

五
十
三
年
度
白
川
中
学
校
卒
業
生
父

母
会
　
白
川
中
学
校
教
材
と
し
て

○
玉
虫
塗
花
瓶
一
個
　
第
二
幼
稚
園

保
護
者
会
　
第
二
幼
稚
園
行
事
用
及

び
五
十
三
年
度
在
園
記
念
と
し
て

○
園
旗
一
枚
、
三
脚
一
基
、
ポ
ー
ル

一
本
そ
の
他
　
第
二
幼
稚
園
保
護
者

会
　
五
十
三
年
度
在
園
記
念
と
し
て

o
校
庭
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
　
白
石
第

一
小
学
校
父
母
教
師
会
　
白
石
第
一

小
学
校
緑
化
事
業
と
し
て
　
o
タ
イ

プ
ラ
イ
タ
ー
一
台
　
プ
リ
ン
タ
ー
㎝

台
　
五
十
三
年
度
福
岡
中
学
校
卒
業

父
母
会
　
卒
業
記
念
と
し
て
　
o
靴

七
百
点
　
カ
バ
ン
三
百
点
　
㈲
渡
合

恵
ま
れ
な
い
世
帯
に
寄
贈
　
○
現
金

五
十
万
円
　
白
石
高
等
学
校
同
窓
会

白
石
都
市
計
画
緑
地
事
業
費
の
㎝
部

と
し
て
　
○
図
書
「
書
道
芸
術
」
全

二
十
巻
　
白
石
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

図
書
館
備
付
と
し
て
　
○
掛
軸
一
幅

鈴
木
隆
　
白
石
市
備
付
と
し
て
　
o

庭
園
内
の
老
松
及
び
庭
石
　
鈴
木
隆

白
石
市
庁
舎
造
園
用
と
し
て
、
　
○

春
日
燈
籠
一
対
高
橋
勉
小
原
慈

母
観
音
に
設
置
　
○
靴
　
㈲
渡
合

児
童
生
徒
運
動
用
と
し
て
　
o
こ
け

し
十
七
点
　
㈱
柴
田
工
芸
社
　
議
長

室
展
示
用
と
し
て
　
○
土
地
三
十
八

平
方
塀
　
佐
久
間
栄
治
　
大
平
森
合

集
会
所
建
設
敷
地
と
し
で
、
　
○
ゴ
ム

の
木
　
石
島
正
　
白
石
市
庁
舎
備
付

と
し
て
　
o
土
地
八
・
〇
六
平
方
㌶

小
野
壱
産
業
㈱
　
開
発
協
定
に
基
づ

く
水
道
管
埋
設
敷
地
と
し
て
　
o
瞬

間
沸
湯
器
　
三
洋
工
業
㈱
　
健
康
セ

ン
タ
ー
栄
養
指
導
室
備
付
と
し
て

o
掛
時
計
二
個
　
東
北
電
気
工
事
㈱

、
は
め
鏡
㎝
面
　
安
藤
建
設
㈱
　
健

康
セ
ン
タ
ー
備
付
と
し
て
　
O
公
園

四
百
八
十
平
方
肩
　
土
地
三
千
八
百

九
・
八
平
方
揖
　
小
野
壱
産
業
㈱

開
発
協
定
に
基
づ
く
公
園
、
道
路
敷

地
と
し
て
　
○
掛
時
計
一
個
　
金
原

建
築
設
計
事
務
所
　
健
康
セ
ン
タ
ー

備
付
と
し
て
　
○
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
旗
　
小
野
壱
産
業
㈱
　
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
備
品
と
し
て
　
○
図
書
十

冊
　
レ
コ
ー
ド
十
枚
　
何
部
久
　
深

谷
保
育
園
備
付
と
し
て
　
○
折
り
た

た
み
椅
子
四
十
脚
　
熊
谷
電
工
　
同

上
四
脚
　
京
成
ト
ラ
ベ
ル
　
同
上
四

十
脚
　
ミ
ツ
ヤ
設
備
機
工
㈱
　
同
上

四
十
脚
　
白
石
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱

鏡
、
肋
木
運
搬
車
、
用
具
整
理
台

遊
佐
林
平
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
板
二
組
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
そ
の
他
　
小
野
重
夫

エ
バ
ー
マ
ッ
ト
、
と
び
箱
等
　
長
袋

牧
野
組
合
　
福
岡
小
学
校
屋
内
運
動

場
備
付
と
し
て
　
○
緑
地
帯
造
成
一

式
　
㈲
高
橋
建
材
　
福
岡
小
学
校
屋

内
運
動
場
緑
地
帯
造
成
と
し
て
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昂き

嘗
き
あ
娯
ン
柔

テ
　
ン
　
の
　
皮

　
テ
ン
は
、
ア
ナ
グ
マ
、
カ
ワ
ウ
ソ

な
ど
と
と
も
に
イ
タ
チ
科
に
属
す
る

夜
行
性
の
野
性
動
物
で
あ
る
。
テ
ン

に
は
、
わ
が
国
の
本
州
、
四
国
、
九

州
に
産
す
る
テ
ン
、
対
島
の
ツ
バ
キ

林
に
す
ん
で
い
る
ツ
シ
マ
テ
ン
、
シ

ベ
リ
ア
、
沿
海
州
、
カ
ラ
フ
ト
の
ク

ロ
テ
ン
な
ど
が
あ
る
。
テ
ン
の
毛
皮

は
、
日
本
で
は
カ
ワ
ウ
ソ
に
つ
）
い
で

上
等
だ
が
、
ク
ロ
テ
ン
は
、
毛
皮
取

り
の
間
で
は
セ
ー
ブ
ル
と
英
語
で
呼

び
、
だ
ん
ぜ
ん
、
ほ
か
の
毛
皮
を
圧

倒
し
て
い
る
。
外
国
の
女
性
は
、
宝

石
と
同
じ
よ
う
に
、
財
産
の
一
つ
と

し
て
数
え
て
い
る
ほ
ど
で
、
シ
ベ
リ

ア
と
カ
ラ
フ
ト
の
開
け
た
の
は
、
ロ

シ
ア
人
が
、
こ
の
ク
ロ
テ
ン
を
追
っ

て
は
い
り
込
ん
だ
た
め
だ
と
さ
え
い

わ
れ
て
い
る
。

　
日
本
産
の
テ
ン
は
、
毛
皮
の
色
に

よ
っ
て
、
ス
ス
テ
ン
と
、
キ
テ
ン
に

分
け
ら
れ
、
東
北
産
は
、
黄
色
の
キ

テ
ン
で
あ
る
。
こ
の
キ
テ
ン
に
も
、

さ
ら
に
根
元
の
毛
の
色
で
根
白
、
根

赤
、
根
青
、
根
黒
の
四
種
類
が
あ
る
。

プ
ー
ッ
と
息
で
毛
を
吹
き
分
け
て
み

て
、
根
元
が
白
け
れ
ば
根
白
、
黄
色

味
が
が
っ
た
赤
な
ら
ば
根
赤
、
灰
色

⑳
菅
野
新

で
青
味
が
か
っ
て
い
れ
ば
根
青
、
黒

味
が
か
っ
た
灰
色
だ
と
根
黒
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
数
は
ご
く
少
な
い
が

根
黄
色
と
い
っ
て
、
毛
の
先
か
ら
根

元
ま
で
黄
色
の
テ
ン
も
い
る
。
こ
れ

ら
の
う
ち
で
、
根
白
が
一
番
上
等
で

次
は
、
赤
・
青
・
黒
の
順
。
根
白
の

上
毛
は
見
る
も
あ
ざ
や
か
な
黄
色
で

頭
は
純
白
で
あ
る
。
七
ヶ
宿
の
湯
原

の
人
が
、
十
四
、
五
年
前
の
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

　
　
　
　
　
　
わ
た
し
り
せ
　
　
　
　
た
ん
　
ひ

の
な
か
ご
ろ
、
渡
瀬
の
田
圃
に
出
て

い
た
キ
テ
ン
を
バ
ス
の
な
か
か
ら
見

た
が
、
晩
秋
の
太
陽
に
照
ら
さ
れ
て

ピ
カ
ピ
カ
光
り
、
ほ
ん
と
う
に
美
し

か
っ
た
と
い
う
。

　
テ
ン
の
大
き
さ
と
目
方
は
、
毛
色

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
て
、

よ
い
皮
の
テ
ン
ほ
ど
小
さ
く
て
軽
い
。

根
白
は
頭
と
胴
の
長
さ
が
一
尺
五
、

六
寸
（
約
五
十
セ
ン
チ
）
、
目
方
が

約
三
百
匁
（
約
一
、
一
キ
ロ
）
で
根

赤
は
一
尺
六
、
七
寸
、
約
四
百
匁
で

あ
る
。
ど
の
テ
ン
も
耳
が
小
ざ
く
て

三
角
形
、
尾
は
六
、
七
寸
（
約
二
十

セ
ン
チ
）
。
ま
た
、
前
足
は
五
寸
ぐ

ら
い
で
、
後
足
は
い
く
ら
か
長
く
、

か
ら
だ
に
く
ら
べ
て
両
足
も
尾
も
短

か
く
て
太
い
。
オ
ス
の
ぽ
う
が
、
メ

ス
よ
り
も
少
し
ば
か
り
大
き
く
て
、

毛
色
も
よ
い
。
こ
の
け
も
の
は
、
俗

に
雷
獣
と
い
わ
れ
る
。
古
い
掛
軸
な

ど
に
夏
毛
の
テ
ン
を
描
い
て
、
雷
獣

と
名
付
け
て
い
る
。
夏
に
落
雷
す
る

と
、
木
が
ビ
リ
ビ
リ
裂
け
て
、
ち
ょ

う
ど
、
け
も
の
の
爪
で
、
ガ
リ
ガ
リ

引
っ
掻
い
た
よ
う
な
跡
が
つ
く
。
ま

た
、
テ
ン
は
木
登
り
が
上
手
だ
か
ら

木
登
り
し
て
い
る
と
き
に
、
落
雷
し

そ
う
に
な
る
と
、
そ
の
し
ゅ
ん
か
ん

ポ
ン
と
飛
ぴ
降
り
て
逃
げ
る
。
人
は

そ
れ
を
見
て
、
テ
ン
が
引
っ
掻
い
た

と
思
う
。
そ
し
て
ま
た
、
テ
ン
は
落

雷
の
と
き
に
、
よ
く
姿
を
現
わ
す
、

と
も
い
わ
れ
る
。
そ
の
と
き
、
暗
雲

低
く
た
れ
こ
め
て
い
る
の
で
、
夜
と

間
違
っ
て
、
ノ
コ
ノ
コ
、
出
て
く
る

ら
し
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
雷
獣

の
名
は
、
こ
ん
な
こ
と
か
ら
出
た
の

で
あ
ろ
う
。
国
語
辞
典
に
は
「
雷
獣

　
き
　
て
ん

は
木
紹
な
り
」
　
「
深
山
に
す
む
け
も

の
、
紹
に
似
て
大
き
く
、
胸
腹
共
に

黄
色
を
呈
す
る
。
落
雷
の
と
き
、
ま

ま
村
里
に
飛
び
出
る
」
な
ど
と
書
か

れ
て
い
る
。

　
テ
ン
は
、
現
在
、
こ
の
地
方
で
は

七
、
八
百
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
奥
山

の
森
林
地
帯
か
、
岩
穴
の
多
い
場
所

に
す
ん
で
い
る
。
小
原
、
福
岡
、
越

河
、
大
鷹
沢
な
ど
の
、
大
木
の
少
な

い
山
に
は
、
も
う
出
て
こ
な
い
。

　
夜
間
、
出
没
す
る
の
は
、
南
蔵
王

の
大
若
沢
、
茂
が
沢
、
田
堀
、
杉
の

沢
、
稲
子
沢
な
ど
の
奥
や
、
長
老
沼

の
上
の
ブ
ナ
平
の
よ
う
に
、
ブ
ナ
、

ナ
ラ
、
リ
リ
、
ト
チ
な
ど
の
大
木
が

う
っ
そ
う
と
茂
り
、
あ
ち
こ
ち
に
倒

れ
木
が
あ
り
、
や
ぷ
や
、
モ
ダ
株
の

茂
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か

し
、
冬
期
間
、
大
雪
の
た
め
に
食
べ

も
の
が
不
足
す
る
と
、
人
家
の
近
く

に
も
出
て
き
て
、
ネ
ズ
ミ
や
、
ニ
ワ

ト
リ
な
ど
を
取
る
こ
と
も
あ
る
。
な

お
テ
ン
の
数
は
、
最
近
、
め
っ
き
り

減
っ
て
い
る
。

＼＼

旅・

窒
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卿1吻画Nり”

　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

なみ

0）ん

図

書

館

忘
れ
ら
れ
な
い
本
　
　
朝
日
新
聞
社

子
ど
も
の
心
を
ど
う
ひ
ら
く
か

　
　
　
　
　
　
　
木
田
恵
子

キ
リ
ス
ト
の
殺
害
　
　
W
・
ラ
イ
ヒ

東
言
西
論
　
　
　
　
　
森
脇
逸
男

敗
者
の
贈
物
　
　
　
ド
ウ
ス
昌
代

時
刻
表
の
旅
　
　
　
　
種
村
直
樹

峠
の
道
　
　
　
　
　
西
門
民
江

ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
の
野
性
教
育

　
　
　
　
　
　
　
畑
　
正
憲

登
校
拒
否
　
　
　
　
　
三
井
収
介

老
化
・
動
脈
硬
化
の
す
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
大
友
英
一

化
石
鑑
定
の
ガ
イ
ド
　
小
畠
郁
生

犬
の
こ
と
ば
　
　
　
　
日
高
敏
隆

ケ
チ
と
言
わ
れ
な
い
ケ
チ
入
門

　
　
　
　
　
　
　
木
元
教
子

に
ん
げ
ん
誕
生
　
　
　
水
野
茂
一

腰
痛
は
自
宅
で
治
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
壮
快
編
集
部

果
樹
の
鉢
仕
立
て
　
　
西
谷
好
一

か
あ
さ
ん
の
味
づ
く
り
　
土
井
　
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
土
井
信
子

マ
イ
ク
ッ
ク
で
儲
け
る
　
豊
沢
豊
雄

コ
ト
バ
こ
と
ば
言
葉
　
　
上
野
景
福

ト
ラ
ン
プ
の
た
の
し
み
　
松
田
道
弘

松
岡
洋
右
　
上
下
　
　
　
豊
田
　
穣

さ
ら
ば
星
座
　
波
濤
の
巻
　
上
下

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
岩
重
吾

光
琳
の
節
　
　
　
　
　
　
芝
木
好
子

パ
ン
サ
ー
特
急
　
　
　
　
田
中
光
二

三
毛
猫
ホ
ー
ム
ズ
の
追
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
赤
川
次
郎

　
子
ど
も
の
本

ゆ
か
い
な
バ
ジ
ル
シ
リ
ー
ズ

　
　
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ァ
ー
ミ
ン

る
す
ば
ん
す
る
か
い
し
ゃ

　
　
　
　
　
　
　
寺
村
輝
夫

ス
ー
パ
ー
宇
宙
探
検
加
納
一
郎
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生
活
の
知
恵

　
　
通
り
土
間

　
小
原
の
上
戸
沢
や
下
戸
沢
は
、
昔

か
ら
宿
場
町
と
し
て
特
別
な
町
作
り

や
家
作
り
が
行
な
わ
れ
た
。
例
え
ば

普
通
の
農
家
で
あ
れ
ば
、
家
の
間
口

は
充
分
な
広
さ
が
と
れ
る
た
め
、
家

の
形
も
一
般
に
田
の
字
型
に
近
い
横

ひ
ろ
が
り
の
長
方
形
を
と
る
の
が
多

い
。
と
こ
ろ
が
、
街
道
に
沿
う
て
、

で
き
て
い
る
宿
場
町
は
町
の
長
さ
が

風
間
観
静

制
限
さ
れ
る
た
め
、
そ
こ
に
住
む
人

び
と
の
家
も
間
口
が
一
定
さ
れ
、
奥

行
き
だ
け
を
長
く
し
て
、
広
さ
を
と

る
形
に
な
る
。
そ
の
上
、
街
道
を
通

る
旅
行
者
の
休
憩
や
、
場
合
に
よ
る

と
宿
泊
（
い
ま
の
民
宿
）
の
こ
と
も

考
え
て
建
て
ら
れ
る
か
ら
、
自
然
、

普
通
の
村
の
農
家
と
は
異
な
っ
た
も

の
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
と
お
　
　
　
ど
　
ま

　
そ
の
一
例
に
「
通
り
土
間
」
が
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、
道
路
に
面
し
た

「
と
ん
ぼ
の
日
」
（
戸
の
口
の
こ
と
、

玄
関
兼
通
用
口
）
か
ら
入
っ
て
裏
へ

ぬ
け
る
長
方
形
の
土
間
で
、
中
の
割

に
長
さ
が
長
い
。
普
通
三
駐
か
ら
四

癖
内
外
の
中
で
、
長
さ
が
一
六
材
内

外
、
奥
の
方
は
、
い
さ
さ
か
薄
暗
い
。

通
り
土
間
は
、
生
活
上
、
い
ろ
ん
な

働
き
を
す
る
。
第
［
は
、
道
路
か
ら

屋
敷
の
裏
へ
出
る
通
路
で
、
そ
の
一

部
を
上
り
口
の
く
つ
ぬ
ぎ
場
に
し
た
。

宿
場
は
家
が
軒
な
み
ビ
ッ
シ
リ
、
続

く
の
で
、
裏
へ
通
る
道
が
な
い
。
第

二
は
、
人
や
馬
を
泊
め
た
と
き
、
馬

の
つ
な
ぎ
場
に
な
る
。
下
戸
沢
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
せ
ん
ぽ
う

る
家
で
は
馬
を
つ
な
ぐ
馬
栓
棒
が
設

け
て
あ
っ
た
。
第
三
は
、
作
業
場
に

使
う
。
こ
の
点
は
普
通
の
農
家
と
変

ら
な
い
。
第
四
は
、
風
呂
桶
を
据
え

た
り
、
簡
単
な
炊
事
場
な
ど
に
も
使

わ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
家
の
裏
に
風

呂
場
を
設
け
、
別
に
台
所
も
あ
っ
た

家
も
あ
る
が
、
こ
の
土
間
の
奥
の
片

隅
を
使
っ
た
の
が
多
か
っ
た
。
そ
の

ほ
か
に
、
野
菜
や
漬
物
の
貯
蔵
場
所

に
も
使
わ
れ
た
。
こ
ん
な
具
合
に
、

そ
の
利
用
価
値
は
多
種
多
様
で
、
立

派
な
生
活
の
知
恵
の
産
物
だ
っ
た
。

最
近
は
、
保
健
衛
生
面
か
ら
改
造
さ

れ
、
通
り
土
間
も
仕
切
ら
れ
た
り

し
て
、
原
型
を
と
ど
め
る
も
の
が
少

な
く
な
っ
た
。
日
本
の
土
間
は
、
生

活
の
場
の
「
ゆ
と
り
」
を
し
め
し
た

貴
重
な
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
と
思
う
。

最
近
は
、
農
家
で
も
土
間
が
甚
だ
狭

く
な
り
、
中
に
は
申
し
わ
け
ぐ
ら
い

し
か
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
都
市
部

で
は
、
土
間
は
住
い
か
ら
完
全
に
姿

を
消
し
た
．
生
活
や
生
産
様
式
の
変

化
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
人
の
住
居
と

し
て
は
、
す
こ
ぶ
る
窮
屈
で
息
の
つ

ま
る
思
い
が
し
て
な
ら
な
い
。

略
ら
噸
ら
ら
り
も
し
ら
…
6
…
も
ら
◎
‡
茎
…
1
‡
，
◎
…
噸
…
…
…
◎
…
6
ら
◎
，
6
も
ら
…
…
～
も
令
…
…
2
象
2
…
き
…
…
も
…
…
象
－
峯
…
’
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曳宿

薔属

〈
投
句
さ
れ
る
方
へ
〉

毎
月
十
五
日
ま
で
に
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う

歌
　
　
壇

芒
穂
に
朝
露
光
る
峡
径
を
肩
濡
ら
し
つ
つ
投
票
に
ゆ

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

稲
の
穂
の
発
芽
気
に
病
み
秋
雨
の
そ
ぼ
ふ
る
畦
に
仔

み
て
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
静
恵

雲
あ
つ
き
空
低
く
し
て
十
五
夜
の
月
も
ま
み
え
ず
す

す
き
ゆ
ら
ぎ
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
静
枝

飼
鳥
に
餌
を
与
へ
て
居
る
庭
に
雀
と
び
来
て
落
餌
つ

い
ば
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
省
三

夕
立
の
去
り
し
真
昼
間
爽
や
か
に
竿
竹
売
り
し
声
な

が
れ
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
邦
男

人
よ
り
も
早
起
き
を
し
て
野
に
出
れ
ば
露
草
の
花
に

風
は
触
れ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
庭
良
子

え
、
白
石
市
役
所
総
務
課
広
報
係
（
白

石
市
字
桜
小
路
三
五
）
へ

川
　
股
　
兵
　
三
　
選

う
す
黒
き
レ
ー
ス
の
カ
ー
テ
ン
風
に
揺
れ
秋
近
き
窓

に
光
傾
む
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
嘉
津
子

一
人
居
の
ま
ず
し
き
暮
ら
し
に
今
は
な
れ
心
豊
か
に

生
き
ん
と
思
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
み
き

畦
道
を
ゆ
け
ば
群
れ
咲
く
曼
珠
沙
華
赤
き
い
の
ち
を

わ
れ
は
愛
し
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
良
子

落
日
の
紅
き
ひ
か
り
を
浴
び
な
が
ら
稲
刈
る
人
々
の

顔
に
輝
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
吹
さ
く

久
々
に
い
わ
な
を
食
べ
て
亡
き
父
の
炭
を
焼
き
た
る

遠
き
日
思
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ち

山
ゆ
り
の
花
馬
の
背
に
ゆ
ら
ぎ
ゆ
く
手
綱
ひ
く
亡
父

の
面
影
浮
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
と
く

俳
壇
鈴
木
貞
二
選

蛍
篭
吊
り
て
湯
治
の
老
夫
婦
　
　
　
　
三
橋
扇
狂

（
評
）
湯
治
場
ら
し
い
老
夫
婦
の
く
ら
し
、
蛍
篭
に

　
　
　
も
あ
は
れ
が
あ
る

f
…
2
2
…
…
1
‡
ら
象
2
…
‡
1
象
象
2
2
ら
ら
◎
；
…
ら
…
‡
き
う
；
‡
ξ
も
…
…
‡
2
象
6
◎
◎
…
2
…
◎
；
◎
…
6
零
…
象
…

そ
こ
よ
り
は
人
通
ふ
径
赤
の
ま
ま

盆
帰
省
に
て
ふ
る
さ
と
の
賑
は
え
り

つ
わ
も
の
の
お
狩
場
偲
び
鹿
供
養

穂
を
孕
む
芒
に
風
の
荒
れ
に
け
り

鳥
お
ど
し
風
吹
く
度
に
浮
き
沈
み

や
な
番
の
娘
の
衿
足
に
鮎
お
ど
る

里
芋
の
出
荷
控
え
て
稲
を
刈
る

稲
の
花
土
手
の
朝
草
刈
り
終
え
る

萩
咲
き
し
花
の
ま
わ
り
の
夕
か
げ
り

月
明
り
あ
り
し
辺
り
に
虫
す
だ
く

秋
陽
照
り
茄
子
の
紫
紺
の
鮮
や
か
に

庭
の
柿
小
粒
と
な
り
し
子
規
ま
っ
る

安
藤
し
げ

村
松
き
し
よ

佐
藤
弥
四
郎

三
浦
愛
嶺

半
沢
も
り
え

山
吹
さ
く

遠
藤
省
三

大
庭
良
子

小
野
嘉
津
子

阿
部
み
さ
子

高
橋
千
代
子

選
者
吟

　　　”　　”　一φψゆ，

州　一榊一
1

し
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＠
　
　
饗
、

冨
7
2

“第
一
回
白
石
市

消
防
団
操
法

大
会
か
ら

一行事・催しなどを写真で紹介します一

〉
優
勝
し
た
小
原
チ
ー
ム

1乱葬霧　狩［　ソベ　　、

　r「　r　ヤ　ヤマ　アヤ　　　　　　げ

、，．轡り釜

一
フ
ッ
パ
隊

蟹
〆

論
・

喫

　
　
　
　
霧

　
　
難
熱

藩
耀
、
駈

　
　
　
〉
　
競
技
終
っ
て

轟

／0

誉撃
’

［
了牌ぎ

　
　
　
ぐ

織
、
　
嶺

　
　
　
叫

黎
・

範

小
型
動
力
ボ
ン
プ
積
載
車
の
操
法
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ρ
徽
、
“
［
、
　
、

　焼
曳ヤ託

乾

漁

“
「
鞭

器』

”畑｝藤鐸蝋顕

　　　　　　』麺
　　　　　　　陶

繍

卦

筆

鰍　羅λガ鰯騨轍鼠・蕨獣鷲
厭

擁
垂

一
鳶
｝

難　　嚢

勇

噛

〆期
鮮

恕唇

細騨Ψ謄

　　消費生活モニター

小売価格調査結果
　　　　　　　　　白　石市

前年同月
価格対比

対前月
価格比

均平最低高最銘柄規格名品

、
0
4

の
F
O

円
躍

仕）％円
0
．

出
249．32452501kg上白糖砂

1054260448，6380500

1075010537，1480580

1021600162．9120175

100121o121．4110140

1013530357．1345370

10357058．65560

99

107

206

324

0

0

1071870

204，0

346．0

　200

190

330

215

350

200200

118928，510．01001．1001．OOO1，200

99，64，51604、5004，0005，000

112

169

1，717

665

1、1

4．9

21．5

52．9

1，917．1

1，122．9

1，670

990

2，050

1，170

本醸造上級濃口
2且（瓶代含み）

16509　（1，8匂

薄力粉・一等級
　　l　kg

並食・一斤
雪印　カルトン入

　　225g

中　華めん
JAS　100g
ソフト・225g

並　 一［皿

『　　　　杯

小学生調髪
（洗髪を含む）一回

コールド（ショートカット

及びセット含）一回

5　　　　　m3
18乏（配達料含も）

しょう油

天　ぷ　ら　油

粉麦
ノ1

ンノぐ食

タノぐ

味
自
慢

貝β席ラーメン

マーガリン

カレーライス

かけうどん

料髪理

パーマネント代

プロパンガス

灯　　　油

昭和54年4月との対比ンスタンド

他の店舗
ソ
の

5ガ
6そ

73．8％増

分
店
［
協
協

区
　
。
＼

態
草

形
百
ス
農
生

舗店
1
2
3
4

米

コーンスイトン

　
材
料
　
小
麦
粉
一

五
9
、
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
十
9

十
g
、
葱
四
十
g
、

し
い
た
け
中
一
個
、

一
十
9
、
チ
ー
ズ

　
　
　
、
人
参

白
菜
四
十
g
、

と
り
肉
二
十
9

　
　
　
ス
イ
ト

こ
し
ょ
う
、
醤

　
参
を
加
へ
、
少
量
の
水
で
ね
っ
て

　
お
く
。

②
白
菜
、
葱
、
し
い
た
け
を
線
切
に

　
し
て
お
く
　
ス
イ
ト
コ
ー
ン

③
と
り
が
ら
ス
ー
プ
の
だ
し
汁
に
②

　
を
煮
、
塩
、
こ
し
ょ
う
、
醤
油
で

　
味
つ
け
を
し
、
①
を
へ
ら
の
上
に

　
の
せ
ス
プ
ー
ン
で
一
口
大
に
ち
ぎ

　
っ
て
入
れ
る
。
水
ど
き
小
麦
粉
を

　
加
え
、
と
ろ
み
を
つ
け
る
。

人

権

週
　
間

十
二
月
四
日
～
十
目

　
世
界
人
権
宣
言
採
択
三
十
一
周
年

を
迎
え
十
二
月
四
か
ら
十
日
ま
で
の

期
間
を
人
権
週
間
と
し
て
全
国
的
に

い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
白
石
市
で
は
十
二
月
五
日
十
時
か

ら
十
五
時
ま
で
次
の
よ
う
な
問
題
で

お
困
り
の
方
の
た
め
に
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
い
で

下
さ
い
。
尚
当
日
は
と
く
に
仙
台
法

務
局
大
河
原
支
店
長
も
出
席
さ
れ
ま

す
。　

秘
密
の
も
れ
る
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
　
相
談
内
容

　
酷
使
虐
待
・
私
的
制
裁
・
差
別
待

遇
・
強
制
圧
迫
・
ば
い
煙
悪
臭
被
害

結
婚
・
離
婚
・
親
子
・
扶
養
・
相
続

戸
籍
・
借
地
借
家
・
損
害
賠
償
・
農

地
・
交
通
事
故
・
・
登
記
・
雇
傭
等

談

灘

げ
妻
簾
＾
誕

季

佐藤あき（福岡

鳥
が
ら
ス
ー
プ
一
カ
ッ
プ
、

コ
ー
ン
十
9
、
塩
、

油　
作
り
方

①
小
麦
粉
に
み
じ
ん
切
の
チ
ー
ズ
、

　
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
、
す
り
お
ろ
し
人

相例定

所場間時相談日相談区分

白石市役所10時～15時5人権擁護相談

ノノ10時～12時5行政相談

〃10時～12時5．15．25生活相談

〃
9時

30分～15時21社会保険相談

〃10時～14時4．18高齢者職業紹介

ノノ10時～16時17税務相談

〃9時～16時毎週水木金消費生活相談

’ノ13時～14時6．21
補聴器巡回
サービス

お気軽においで下さ

／1



i保育園児受託

お　昭和55年4月、市立保育園に入

知園を希望する幼児を受託します。

ら入園を希望する方は、今月10日か

せら保育園入園申請書を市社会福祉

板事務所でお渡ししますので手続き

お
知
ら
せ
板

をしてください。

1募集人員

　東保育園　90名

　（うち3歳未満児9名程度）

　西保育園　120名
　（うち3歳未満児12名程度1

　南保育園　120名
　（うち3歳未満児12名程度）

北保育園　60名

　（うち3歳未満児　6名程度）

　越河保育園　60名

　（うち3歳未満児　6名）

深谷保育園　60名

　（うち3歳未満児　6名）

小原保育園　60名

　（うち3歳未満児　6名〉

2申込期間及び場所

昭和55年1月4日から1月25日

　まで、白石市社会福祉事務所

　（健康センター内）

3受託条件
　（1）家庭外労働

　　児童の母親が昼間家庭の外で仕

　　事をすることが普通なので、そ
お
　　の児童の保育ができない場合。
知
　（2）家庭内労働
ら

　　児童の母親が昼間家庭で児童と
せ

板　　はなれて・日常の家事以外の仕

　　事することが普通なので、その

　　児童の保育ができない場合。た

　　だし、父親がその仕事に従事し

　　ていて、かつそのための使用人

　　がいる場合は除かれます。

　（3）母親のいない家庭

　　母親の死亡、行方不明などで母

　　親のいない家庭の場合。

（4）母親の出産等

　母親が出産の前後であったり、

　病気であったり、心身に障害が

　あったりするので、その児童の

　保育ができない場合。

（5）病人の看護等

　その児童の家庭に長期にわたる

　病人や、心身に障害のある人が

　いるため、母親がいつも、その

　看護にあたっており、その児童

　の保育ができない場合。

（6）家庭の災害

　火災や風水害、地震などのため

・住居を失ったり破損したため、

　その復旧の間児童の保育ができ

　ない場合。

　ただし、（1）から（5）までの場合で

　その家庭の母親以外の入がその

　児童の保育ができる場合は除か

　れます。

5保育料

　児童福祉法の規定により、その

　家庭で課税されている市民税、

　所得税及び固定資産税の額によ

　り保育料が決定されます。

くわしくは、市社会福祉事務所

（65－2111内線156）へ
おたずねく．ださい。

i年末年始窓口業務

　市役所の年末年始の一般事務は

12月29日から翌年1月3日まで休

みとなります。ただし一部の事務

は次の日程により事務の取扱いを

いたしますが、できるだけ28日ま

でに用事を済まされるよう、ご協

力ください。

》市民課の窓口

　印鑑証明等の事務取扱いは28日

　午後5時まで行います。出生届

　死亡届は年末年始でも受付いた

　します。

1》七十七銀行市役所出張所

／3

税金　手数料等の収納事務取扱

29日　午前9時～正午まで

30日　日曜日に付休みです

31日　午前9時～正午まで

　その他の収納代理金融機関も同

　様取扱いとな7）ますので、なる

　べく12月28日までお納め下さる

　ようご協力下さい。なお、白石

　市農業協同組合各支所は31日か

　ら休みとなります。

〉水道事業所

　年末年始の休み期間中、日直を

　配置して、午前8時30分から午

　後5時まで水道業務にあたりま

　す。水道の故障は、早めにご連

　絡ください。

レ市立図書館

　12月28日から翌年1月4日まで

　休館いたします。

1〉老人福祉センター

　12月28日から翌年1月4日まで

　休みます。

レ衛生センター

　ゴミ、し尿収集は12月29日まで

　行い、12月31日から1月3日ま

　で休みます。

レ公立刈田綜合病院

　年末年始の診療日

雛／午前…

新春を寿ぐ市民の集いi

　昭和55年新春を寿ぐ市民の集い

を開催いたします。ご参加下さい

〉日時　昭和55年1月5日

　　　　午前11時

［＞場所　市民会館

〉会費　千円

〉申込　昭和54年12月20日まで市

　役所秘書企画課へ会費を添えて

　申し込んで下さい。

　　（5－21U内線326）

国民年金i

お
知
ら
せ
板

お
知
ら
せ
板

お
知
ら
せ
板

　　付加年金で高い年金を

　　もっと多くの保険料を納めて高

　い年金を受けたいという人のため

　に、付加年金制度があります。

　　これは、定額保険料（月3千3

　百円）の他に付加保険料（月4百

　円）を納めて、将来、上積みした
お
　年金が受けられるしくみになって
知
　いるものです。
ら

　　これですと、25年間加入すれば
せ

板1年に6万円多くの年金が受けら

れることになります。

　っまり25年納付した保険料の12

万円が2年で取りもどせることに

なり、長生きすればするほどお得

になセ）ます。

　加入手続きは簡単です、年金手

帳と印鑑をお持ちのうえ、市役所

市民課国民年金係においで下さい。

8
犬 の死亡及び　　1

1　所有権の放棄届i

　　狂犬病予防法の規定によレ）飼い

　主は犬が死亡したとき又はその犬

　が不用になったときは鑑札及び注

　射済票を添えて所在地の市町村長

　を経て知事に届け出をしなければ

　ならない義務になっております。

　　犬の死亡又は犬が不用になった

　場合は印鑑と鑑札及び注射済票を

　持参のうえ市衛生課又は最寄の出

　張所、分室に届け出をして下さい、

　もし不用犬になったときは不用犬

　引取日が第2、第4木曜日、また
お
　野犬の捕獲日は毎週月曜日に実施
知
　しておりますので放し飼いをしな
ら
　いよう心掛けをして家族同様犬を
せ
　可愛がりましょう。
板

　i特別養護老人ホーム開園　1

　　身体上または精神上にいちじる

　しい欠陥があるためつねに介護を

　必要としているのに家庭でその養

　護を受けることが困難な65歳以上

　のおとしよ『）のため、社会福祉法

人「不忘会」　（代表井元広氏）が

市内福岡八宮字川原に特別養護老

人ホーム「八宮荘」を設置いたし

ます。

　このホームは、来年4月1日開

園の予定で現在工事が進められて

おります。各種のサービスエリア

などが設けられるようになってお

り、おとしよ1）の人達が手厚い介

護を受けながら、安心して生活で

きる立派な施設どす。

　入園を希望されるかた、詳しい

ことを知りたいかたは市社会福祉

事務所または市内字延命寺北8－

4社会福祉法人「不忘会」におた

づね下さい。

ず　ロロロロロロ　コラロロロロロロロロロドドロロロリリロドロロドコ　ロじし

i市民チャリティショーi

　歳末助け合い協力として、市内

に住む素入が歳宋助け合いに協力

する目的をもって自から出演費を

出し合い、自慢ののどや得意な芸

を市民に披露し、その拠出金をめ

ぐまれない人々に少しでも楽しく

正月を迎えていただくために贈る

ことを目的とした「市民チャリテ

ィショー」を開催します。

〉日時及び場所

　12月9日（日）13時～16時

　白石市民会館大ホール

i年賀状の差し出しは早めに

　年賀状の引受けは12月15日から

開始します。元旦に届くには遅く

とも12月20日（木）までに「市内

あて」　「県内あて」　「東京あて」

「その他あて」と方面別に分けて

束ねてお出しください、

　郵便番号は正しくはっきりと、

あて名は詳しくはっき1）と、特に

アパートや団地あての場合には、

アパート名、○棟○号室は略さず

に、また同居人の場合には「○○

様方」の肩書きを忘れずに書き、

郵便受箱、表札が完全かどうか確

認してください。

　なお、私製はがきとか、お年玉

つき以外の年賀状は、普通の郵便

物とまちがえないよう、表面に

「年賀」と朱書してください。

　また、年末の贈答用小包は、12

月15日を過ぎると窓口、配達とも

混み合いますので、包装をしっか

りして12月15日前に出してくださ

レ、o

お
知
ら
せ
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i税　の　窓　口i

　お酒や品物にかかる税金

　酒やその他の品物にかかる間接

税は、私たちの日常生活に深いか

かわりを持つ身近な税金です。

　この問接税は、品物の価格の中

に税金が含まれていますが、最終

的には品物を買った消費者が負担

することになります。

　そこで、間接税の代表的なもの

である酒税と物品税についてその

あらましを説明しましょう。

く酒税＞

　清酒、ビール、ウイスキーなど

酒類にかかる税金で、酒類が製造

場から出荷されるときにその数量

に税率をかけて計算します。また

価格の高い高級酒は、課税の公平

を図るため、出荷価格に税率をか

けて計算します。

〈物品税〉

　宝石や貴金属、ゴルフ用品、自

動車、ルームクーラーなどの装飾

品や娯楽用品などの品物で、一疋

金額以上の物にかかる税金です。

　取引の実態などにより、宝石な

どのように小売の段階で納める方

法とゴルフ用品や自動車、電気製

品のように製造場から出荷される

ときに納める方法とがあります。

お
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12月健簾r力幽シ穿』
日

3

4

〃

5

〃

6

〃

7
10

〃

11

〃

12

〃

13

〃

14

17

〃

18

19

”

20

〃

〃

21

〃

24

〃

25

〃

26

〃

〃

27

〃

区 分

健　康　相　談

〃

〃

〃

妊　婦　教　室

健　康　相　談

3ヵ月児健診

健　康　相　談

〃

〃

〃

〃

〃

1歳6ヵ月児健診

健　康　相　談

3ヵ月児健診

健　康　相　談

〃

〃

〃

〃

妊　婦　教　室

健　康　相　談

〃

6ヵ月児健診

健　康　相　談

〃

〃

〃

〃

3歳6ヵ月児健診

健　康　相　談

〃

12ヵ月児育児相談

健　康　相　談

6ヵ月児健診

受付時間
9：00～工1：00

〃

9：30～11＝00

9＝00～11：00

9：30～9：40

9：00～11：00

12：40～12：150

9：00～11：00

〃

9：30～11：00

9：00～11＝00

9：30～11　：00

9：00～11：00

聡：30時間厳守

9＝00～工1：00

12：40～12：50

9＝00～11＝00

〃

9：30～11：00

9：00～11：00

〃

9：30～9：40

9：00～11：00

9：30～11：00

12：40～12＝50

9＝00～11：00

9：30～11；00

9：00～11：00

9：30～11　＝00

9二〇Q～11：00

12：30～13：00

9：00～11：00

9，：30－11：00

9＝50～10：00

工3：00～13：10

9：00～11：00

12：40～12：50

対象地区

全　地　区

〃

越河地区
全　地　区

〃

〃

〃

〃

〃

大平地区
全　地　区

白川地区

全　地　区

〃

〃

〃

〃

〃

大鷹沢地区

全　地　区

ノ1

〃

〃

小原地区
白石地区以外

全　地　区

南部山地区

全　地　区

斎川地区

全　地　区

〃

〃

福岡地区

白石地区
白石地区以外

全　地　区

白石地区

場 所

健康センター

〃

越河公民館

健康センター

〃

〃

〃

〃

〃

大平公民館

健康センター

白川公民館

健康センター

〃

〃

〃

〃

〃

大鷹沢公民館

健康センター

〃

〃

〃

小原公民館

健康センター

〃

南部山集合所

健康センター

斎川公民館

健康センター

〃

〃

福岡公民館

健康センター

〃

〃

備　 考

54．8．9～
9．6まで

53．6生れ

54．8．9～

9．13まで

54．6生れ

51．6生れ

53．　12

生　　れ

54．6生れ

　』ノ〃，

禦

”

保
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　　BCG接種
　毎年7・8月に定期にB　C　G接

種を行っておりますが都合により

接種できなかったお子さんのため

に次により臨時にB　C　G接種を行

ないます。

　3ヶ月から4歳未満のまだ一度

もB　C　Gを受けていないお子さん

は申込んで下さい。

［＞申込み　12月8日まで市健康セ

　ンター内衛生課　　（電話でも可

　5－2111内線136）
〉実施日

　12月10日　9時30分～10時30分

　　　　ツベルクリン溶液注射

　12月12日　9時30分～10時30分

　　　　ツベルクリン反応測定

〉場所　白石市健康センター

〉その他

（1）母子手帳を持参して下さい。

（2）ポリオ、はしかの予防接種後

　　1ヶ月以内の方及ぴ三種混合

　インフルエンザ予防接種後2

　週間以内の方は受けられませ

　ん。

佛日急慰当番医

月日

2

9

16

23

30

内　　科

大沼医院
（5）2502

広瀬医院
（5）0238

芭医院
（5）2410
加藤（司）医院

（5）2001

引地医院
（5）2036

外　科

刈田病院
（5〉2145

堤医院
（5）1181

刈田病院
（5）2145

朝倉病院
（5）2101

銭谷医院
（5）2010

都合により変更になる場合もあります

14


